
Information Classification: General

JIG投稿手続き

Step by step

出版前チェック（pre-publication check)



Information Classification: General

実際の投稿画面
SUBMIT TO THIS GATEWAY
黄色の→で示したボタンをクリック

Submission



Information Classification: General

投稿前に確認しないといけない事項を読み
SUBMIT A NEW ARTICLEをクリック

Submission



Information Classification: General

アカウントを作成します。
新規アカウントを作成する場合は
Registerタブから登録開始

Submission



Information Classification: General

氏名など必要項目を入力
Submission

コンテンツアラートや
情報を受け取りたい場
合はこちらのボックス
をクリック。

Term and Conditions
確認したらクリック



Information Classification: General

Email アドレスに認証メールが送信される
Submission



Information Classification: General

認証メールを受信したら該当リンクから
認証手続きを行うSubmission



Information Classification: General

ORCID IDと連動させます
ORCID IDをお持ちでない場合は登録下さい。Submission



Information Classification: General

ORCID IDの承認
F1000と連動させますSubmission



Information Classification: General

登録完了画面になる
Submission



Information Classification: General

登録完了したら
SUBMIT A NEW ARTICLEをクリックSubmission



Information Classification: General

ORCID IDが紐づけされている事を確認
Article typeから入力していく

Submission



Information Classification: General

著者情報入力
著者の貢献度も選択

Submission

氏名

共著者

所属機関



Information Classification: General

著者入力の際に気を付けること
著者名を左欄でクリックしてから
Affiliationにクリックを入れること
※これをしないとエラーになります。

Submission
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Funding情報の入力
画面の例は科研費の入力例Submission
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FileのUpload
LaTeXの場合は、PDFを含んだzip fileをupload

Submission



Information Classification: General

データの確認
データがOpenになっているか

Submission



Information Classification: General

データをシェアできない、もしくは
データない論文の場合でNoを選択した時の画面

Submission

データが
シェアでき
ない理由を
選択



Information Classification: General

APC支払いに関する同意
Article typeによってAPC金額が
３Categoryに分類されます。

Submission

F1000Researchに掲載が認められた論文には、論文出版料（APC）が
課せられます。価格と透明性の内訳についての詳しい説明は、こちら→
をご覧ください。
私は（論文が免除（Waiver)の対象となることが確認された場合を除き）査読の
結果にかかわらず論文が受理された時点で著者がAPCの支払いに責任を
負うことを理解しています。
※F1000でいう論文の受理とは、出版前チェックを通過したVersion1の
出版受理の事です。（査読はVersion1出版後に始まります）



Information Classification: General

Submission

Conflict of Interestの申告
Gatewayにチェックを入れる
編集チームへのコメントを入力（何かあれば）
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Submission

License Agreements
Creative Commons CC BY License使用の承諾

CCライセンスとはインターネット時代のための新しい著作権ルールで、作品を公開する作者が「この条件を守れば私
の作品を自由に使って構いません。」という意思表示をするためのツールです。CCライセンスを利用することで、作
者は著作権を保持したまま作品を自由に流通させることができ、受け手はライセンス条件の範囲内で再配布やリミック
スなどをすることができます。https://creativecommons.jp/licenses/



Information Classification: General

Submission

各宣言（ステートメント）を確認した後
内容を理解してから問題がなければチェックを入れ
SUBMITをクリックして投稿完了



Information Classification: General

Submission

システムから投稿完了のメールを
受信したかご確認下さい。



Information Classification: General

Submission

F1000編集者が出版前チェックを行っている間に
査読者を探して入力しましょう。



Information Classification: General

Submission

メール内のSuggest Reviewersをクリックすると
査読者候補を入力する画面になります。

論文の内容からReviewer Finder toolが
独自のアルゴリズムで査読者候補を出して
くることがあるので適宜ご活用下さい。
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出版前チェックとは？
Submission

1) 投稿後, 初回チェックを行い、論文の不備があれば著者にF1000 Editorよりご連絡します。

2) Editorから連絡があったら著者は速やかに指摘された点を修正し再度投稿してください。

3) F1000ポリシーとガイドラインを満たしているかも確認されます。

4) Accept（通過）された論文は、出版準備のため制作段階に移されます。

オリジナリティ
iThenticate

著者の必要要件
ICMJE; CRediT

言語(英語）
レベルチェック

倫理規定
倫理委員会の承認

患者のインフォームドコ
ンセントなど

論文の基礎データ
アクセス可能か

データに関するステート
メントがあるか

F1000では査読前に論文が出版されます。機関レポジトリに代表されるプレプリント

と違うのは、Version1出版前に出版前チェックがあることです。
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Submission

Front Matter

❑ タイトル

❑ 著者リスト

❑ 所属機関

❑ Abstract

（字数制限を守っているか等）

❑ Keywords

Declarations

❑ 必要な許諾を得ているか

❑ Conflict of Interests

利益相反

❑ 資金提供

❑ 謝辞Acknowledgements

Back Matter

❑ 参考文献
bibliography

❑ 図 Figure

❑ 表 Table

❑ サプルメンタリーAppendices/
supplementary files

https://f1000research.com/for-authors/article-guidelines

日本語論文（人文社会科学のみ）のガイドライン
https://f1000research.com/gateways/japan-institutional-gateway/for-authors/article-guidelines?alternateLanguageView=true

 
著者は、JIG著者資格基準を満たし、編集チームからの連絡を受けるた

めの個人メールアドレス（可能であれば機関名）を提供すること。

実際のチェック項目
（データ以外）

https://f1000research.com/for-authors/article-guidelines
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実際のチェック項目（データ以外）

• 著者資格: JIGでは所属機関がJIG Affiliate（協賛機関）であること

• 論文のオリジナリティ: 剽窃チェック, iThenticate, used to check articles

✓ 論文は著者自身の言葉で書かれたものであること

✓ 大量の盗用箇所がある論文は却下される可能性が高いのですが、一概にはいえません。内容を注意深くEditorが確認します。転載、引
用は正しく行うこと。

✓ 著者自身の過去の論文との軽度の重複など、深刻な重複でなければ該当部分を書き直しいただくことで対応いただきます。

✓ 言語チェック : 原稿に軽い文法のミス等についてCopyeditingを行います。大幅なCopyeditingは行いません。

✓ 報告：方法論（メソッド）は、他の人が再現できるものであるべきでReportingガイドラインに従うことが重要です。必ずガイドライ

ンを参照下さい

✓ 倫理規定：論文には倫理委員会の承認（人および動物実験）や必要な同意（人に関する実験のインフォームドコンセント等）が取得さ
れ論文内に記述があること

✓ 必要な倫理関連の承認/患者の同意等が得られていない場合、または適用されない場合は、その事実を詳しく説明する必要があります

※宣言すべき事項がないことも宣言しなくてはいけません



Information Classification: General

Submission
Ethical approval（倫理承認要件）の詳細

倫理関連で該当する場合、必要な倫理に関する宣言を論文内に挿入する

ヒトまたは動物を対象とするすべての研究は、実施前に各研究機関の倫理的な承認を得なければ

ならない（日本においては各機関の倫理委員会の承認、承認番号、承認された通知がある）

論文投稿の際には、機関名、審査委員会名、許可番号など、この承認の詳細を提供する必要があ

ります。

機関から承認された旨の宣言と承認番号など記載



Information Classification: General

Open Peer Review

公開査読
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公開査読とは何が公開されるのでしょう
Open 

Peer Review

公開された身分

• 査読者は名前と所属を
提供する義務がある

• 査読者は利害相反を明
確にする義務がある

公開された査読の報告書

• 査読者の報告書は論文と共
に公表される 

• 引用可能且つレビューのメ
トリクスがある

公開された査読状況

査読者の知名度増加とクレジット 
▪ 共同の査読 
▪ ORCID ids
▪ 報告書のためのDOI付与
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公開査読Open 

Peer Review

1. F1000では、基本的には著者の推薦した５名以上の査読者とF1000のアルゴリズムの組み合
わせにより、適切な資格を持つ査読者を招待します。

2. 出版前チェックを通過し論文が決定すると、少なくとも5名の査読者候補）の名前と連絡先
を教えてもらいます。査読者は著者とCOI(Conflict of Interest)利益相反がないこと。同じ
機関の研究者は査読者として推薦できません。F1000では利益相反をスクリーニングします。

3. 査読者のORCID IDが公開されます。査読者の仕事は査読者のORCID IDを通じてその研究に
貢献したことを認められ可視化されます。また、共同査読も推奨されています。

→査読者評価の仕組み
→若手研究者が初めて査読にチャレンジできる仕組み
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著者が知っておくべき事項Open 

Peer Review

査読者は著者とCOI(Conflict of Interest)利益相反がないことが前提です。同じ機関の研究者は査読者とし
て推薦できません。F1000では利益相反をスクリーニングします。査読プロセスは完全に透明化されており、
問題や不正が起きたときにすぐに分かるようになっています。

査読プロセスのいかなる時点でも、査読者に連絡することはご遠慮ください。

著者と査読者の間のコミュニケーションは、査読報告書とコメント欄のみとしオープンで透明性のあるもの

にします。公開査読が行われているからといって審査中に審査について査読者に連絡を取ることは許されま

せん。

著者主導で査読者を提案することができるのは、このような公開査読を行い不正を抑制しているともいえる

からです。問題があった場合は、公開されている査読情報からどの段階で何が起こったかを検証することが

可能です。この分野で発表している他の研究者は誰か、専門知識をもっている研究者は誰か（例えば同分野

のConferenceのスピーカー、他誌、JIGの同分野・多機関所属の論文掲載者など）、研究にとって有用な

査読者は誰なのか、事前に検討すると便利です。F1000は査読者の提案が適切かどうかをチェックし、論文

の査読レポートが適切か出版前に確認をします。
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JIGの査読者資格とは？Open 

Peer Review

査読者は通常、博士号
（PhD/MD/MBBSまたはそ
れに相当するもの）を取得し
ている必要があります。

専門家であること。査読者は、
関連するテーマについて少な
くとも3本の論文を主著者とし
て発表しており、少なくとも1
本は過去5年以内に発表したも
のでなければなりません。

査読者は、論文の評価に偏り
を生じさせるような利害関係
を有してはなりません。

F1000のどの論文でも、査読
者は異なる機関の出身者であ
ることを要求しています。

同じ機関の研究者は査読でき
ません。

同じ国から複数の査読者の提
案を受けた場合、編集部が一
度に招待できるのは、そのう

ちの一人です。

（日本語論文は適用外）
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公開査読 実際の画面表示Open 

Peer Review

Visibility & credit for 

reviewers: 

▪ Co-reviewing 

▪ ORCID ids

▪ DOIs for reports



Information Classification: General

オープンデータ

Open Data
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Information Classification: General

Open Data
Open Dataのメリット

✓ 信頼性の向上：研究が再現可能であり検証可能であること

✓ 研究成果の認知度向上：論文とデータセットの両方が他の人に発見
される仕組み→不正防止と科学の健全性の確保

✓ 研究者のキャリアに与える影響：オープンデータの共有は発表した
論文の引用回数を最大25％増加させるという統計があります *(Colavizza 

et al., https://doi.org/10.1371/journal.pone.0230416)
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Open Data
何を研究データとするか

研究の基礎となるデータをオープンに公開し世界に共有するこ
とが重要ですが、研究データが実際に何を意味するのか共通認
識を持つことが重要です。

「研究データ」は、研究デザイン（研究設計）に応じて研究プ
ロセスのINPUTまたはOUTPUTのいずれかになるでしょう。
しかしデータの形式は分野によっても異なります。研究デザイ
ンと研究分野の違い次第で色々なデータがあるでしょう。

スプレッドシートのデータセットはかなり一般的ですが
データは画像、ビデオ、音声記録などの形式をとることもある
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Open Data
FAIR原則の理解

✓ Findable: データが検索可能。データ利用可能宣言に永続的な識別子（DOIやURL)を含め
データリポジトリに論文を紐づけ（リンク）

✓ Accessible: ウェブ上でアクセス可能な推奨データリポジトリを使用。

✓ Interoperable: 相互運用可能。専門分野で一般的な報告基準、ボキャブラリーを使用する。

✓ Reusable: 再利用可能。（データの標準ライセンスを含む）

FAIR原則推奨事項はすべて、F1000データガイドラインで提供されているガイダン
スと一致しているため、F1000のガイドラインに従えばデータを国際基準でFAIR原
則にのっとり適切に公開することが可能
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Open Data データの所在・内容を論文内に記載
Data Availability Statement （データ利用可能宣言と訳させて頂きます）は何より重要。
この宣言がないと論文は受理されたり出版されることはありません。

原稿の必須項目研究の基礎となるすべてのデータとその所在を記述する必要があります、
データのライセンス詳細も記載。

• リクエストに応じてデータを

開示できるようにするオプ

ションはありません。

• 論文に関連するデータがない

場合にも必要です（この場合、

ステートメントは「No data 

are associated with this 

article」と表示されます）。
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Open Data

• レポジトリとはデータを保存しアクセスするためのウェブ上の場所です。

• データの再利用を可能にするためにデータの文脈情報も提供することが可能です。

• 永続的な識別子（DOIなど）を提供しデータを引用できるようにします。

• 誰でもデータにアクセスすることが可能です！

レポジトリにデータを保存

安定した認知度の高いオープンリポジトリにデータを預けること
（推奨レポジトリリストがあり、F1000 Editorがレポジトリ選択
についてアドバイスが可能です。）
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Open Data F1000 推奨レポジトリリスト
https://f1000research.com/gateways/japan-institutional-gateway/for-authors/data-guidelines

https://f1000research.com/for-authors/data-guidelines#generaldata

What type of data Which repository

Any Dryad

Any, but especially data in 

SAV and POR formats
Dataverse

Any Figshare

Any, but especially deposits 

with mixed data and code
Zenodo

Dryad、Dataverse、

Figshare、Zenodoには

どのような研究データでも投

稿できます。

DataverseとZenodoはそれ

ぞれSAVとPOR形式のデータ、

データとコードの混在した

データに有利なようです。

https://f1000research.com/gateways/japan-institutional-gateway/for-authors/data-guidelines
https://f1000research.com/for-authors/data-guidelines#generaldata
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Open Data Underlying Data 基礎データ

研究結果の根拠（裏付け）となるデータ。

生データ（raw)や基礎データ(source)データ。

生データ・Raw data ソースデータ・Source data

著者が研究で収集したすべての
OUTPUTデータ。

著者らが研究で分析したすべての
INPUTデータ。

例：ウェスタンブロット（切り抜
き）、調査結果、配列、トランスク
リプト、スペクトル

例：他の研究者から使用されたデー
タセット、人口統計学的な健康調査
データ。

著者はこれをデータリポジトリに
アップロードする必要があります。

著者は、このソースデータをどこで
入手したかについての情報を提供し
なければならない。
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Open Data Extended Data 関連データ

Supplementary materialのような補足資料に相当するデータ。

Extended data

例：アンケート、同意書、統計解析の計算。

著者はこの情報を共有するかを選択できます。
結果の再現性に影響を与えない資料であれば、提供する必要は必
ずしもありません。

著者はこれらをデータリポジトリにアップロードする必要があり
ます。
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Open Data Data Availability宣言

データ利用可能宣言

ディスカッション/結論の
Acknowledgementsの前に
記載してください

データがない場合もその旨、
宣言する必要がある
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Open Data 免除と例外

データの作成・利用を行わなかった著者

倫理的またはセキュリティ上の理由で共有できないデータ（例：
研究参加者のプライバシーを保護するためなど）

データセットが大きすぎて、リポジトリにアップロードできない。

第三者が所有し、著者が再利用したデータ

この場合も、著者はデータをオープンに共有していな
い理由を説明するデータ利用可能性ステートメントを
提供する必要があります。
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データデザイン・計画は研究を始める時に行うのがよい

プラン（計画）

• Data 
management 
plan

• Repository 
selection

準備

• Anonymise

• Create 
metadata 
(description)

• ｚCheck 
dataset, 
headers etc

デポジット

• Upload data to 
a repository 
and add 
metadata

宣言の記載

• Add a data 
availability 
statement to 
your 
manuscript

すべてのステップは、ジャーナルや出版プラットフォームに原稿を投稿する前に行うとよい

Open Data
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